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研究成果概要 

神岡地下施設において、レーザー伸縮計（分解能 10-13ひずみ）によって得られる水平

成分の信号と、超伝導重力計（分解能 1x10-12ms-2）によって得られる鉛直成分の信号を解

析することにより、地球の自由振動、核の固有振動の研究を行った。 

レーザー伸縮計の「静穏時」のひずみ記録から、地球自由振動のモード 0S17、0S20、

0S26、0S29、0S30、0T23 に対応する信号が明瞭に検出された。これは、地球が大地震には

よらず、表層に存在する大気や波浪、あるいはサイレント地震によって常に振動が励起

されているためと考えられる。静穏時のひずみ記録と気圧計記録は、地球自由振動帯域

においてきわめて相関が高く、双方のスペクトル・ピークは地球自由振動の周期に一致

するものも含めてほぼ全てが対応していた。これは、地球の常時自由振動が大気の振動

と共振して励起されるとする仮説を支持することである。しかし、全く偶然に気圧変動

に含まれていた信号成分を地球自由振動の信号と誤認した可能性もあり、さらに検討す

る必要がある。 

 超伝導重力計のデータは、これまで観測されたＭ7.5以上のいくつかの地震について解

析を進めている。特に 2010 年 2 月末に発生したチリ地震（Mw8.8）の詳細な解析を進め

ている。今回のチリ地震のスペクトル解析では、観測期間を長く取ることができたので、

周波数分解を 2004年のスマトラ地震の解析時よりも２倍高くすることができた。またこ

の地震では、伸び縮みモードのほか、レーザー伸縮計の解析から、捻れモードの振動も

明瞭に励起されていることが確認されている。チリ地震時に、鉛直成分に現れた捻れモ

ードの振幅と水平成分の振幅を比較し、カップリング過程のモデル検証を進めた。 
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